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ヒン ドゥー女性とヴラ ト,プージャー ヽ

前  村    恵



じは め  に

「 これが うちの プージ ャー よ。」 とい って 、 イ ン ドの 女性 が 朝 の祈 りをす るの

を 、 は じめ て 目の 当 た りに した 時の こ とは忘 れ られ ない 。そ の 祈 りに大変 な手

間 が か か る こ と、 に もか か わ らず ゆ うゆ うと楽 し気に手 ll■ をふ ん で い くこ と、

こ の よ うな 儀式 を毎 朝 欠 か さな い とい う初老 の 婦人 の エ ネル ギ ー にお ど ろか さ

れ て しま っ た。 宗 教 儀 礼 とは ひ とつ の 娯 楽 で あ る こ とを 、 い ま さ らの よ うに 気

づ か され た 。

後 で述べ る ヴラ ト、 プ ー ジ ャ ーの よ うな宗 教 儀 礼 は 、な にか 特 別 な雰 囲 気の

もと で「 お 祭 り」 と して お こ なわ れ るの だ とい う固定 観 念 が頭 の 片 隅に あ った

の だ ろ う。 ニ ューデ リー郊 外 の 近代 的 な フ ラ ッ トの一 室 で この よ うな 光景 に 出

会 う とは 、 全 く予 想 して い な か った。 日本 で い う 3LDKの 間取 りだ が それ ぞ

れ の 部 屋 に バ スル ー ム (そ れ も湯 の で る シ ャ ワー つ き)が つ い て い て 、 テ レ ビ、
エ ア コ ン 、 自家 用 車 が ぁ る実 に裕 福 な家 庭 で あ る 。住 ん で い るの は 、

′
朝 の 祈 り

を す る夫 人 とその 夫 、 当時 15歳 だ っ た 彼 らの孫 、これ が 筆 者 の 滞 在 した 時 の

グ プ タ家 の メ ンパ ーで 、他 にサ ーバ ン トの 少年 が ひ と りい る。核 家 族 とい え る

よ うな家 族 構 成 で便 利 な 電 気製 品 に 囲 まれ て い る と、 日本 か ら来 た 筆者 は、 そ

こが ィン ドで あ る こ と を忘 れ て し まい そ うだ った 。だ か らこそ 目の 前 では じま

つた朝 の プー ジ ャ ーに驚 か され て しま ったの だ ろ う。 それ か ら の滞 在 期 間 中

(1984年 3月 ～ 4月 )日 常生 活 の 色 々 な場 面 で ヒン ドゥーの 神 た ちが 出 没 す

るな ど とは 、最 初 は思 つて もみ な か った 。

`の
グ プ タ家 を始 め と して、 これ か ら述 べ る儀ネLの 様 々 な情 報 を 提供 して く

れ た人 々 (ほ とん どが 女 性 )は 、都 市 に住 ん で い る。 主婦 、学 生 、 ハ ウ ス・ メ

イ ド、 な ど な ど 、 そ の 年 齢 や社 会 的 階 層 は 異 な って い る 。 共通 して い るの は、

彼 女 た ちの 1,2世 代 前 ま た は 彼 女 た ちの 腱代 で 、何 らか の理 由 か ら故 郷 を は

なれ伝 統 的 な大 家 族 制 か ら核 家 族 ま た は一 人 住 居 で暮 らして い る点 で あ る。筆

者 が 出会 っ た主 婦 、学 生 は 、経 済 的 に豊 か な層 に属 してい る 。 彼 女 た ちの 夫 ま

た は父 親 の 職種 は、 国 家 公 務 員 、軍 人 、 エ ン ジ ニアな どで 転 勤が 多 い 。 その た

め に イ ン ドの 色 々 な地域 に転 居 を く りか え してい る 。ハ ウス・ メ イ ドや 大学 女

子寮 の掃 除 、皿 洗 い な ど を して 生計 を立 て てい る女性 た ち は 、 ネパ ール 、 ダ ー

ジ リンな どの 出 身 で、 経 済 的 困 難 や 治安 上 の不 安 か ら都 市 に移 っ て来 た。 大 ま

か に い え ば 2つ の 階層 に 分 かれ る彼 女 た ちだ が 、両 者 と もに 生活 の 基盤 を都市

にお い てい て、 本 人 ま た は保 護者が 労 働 を現金 にか えて生 活 して い る 。

都市 に暮 らす 女性 らの そ れ までの 人 生、 そ して 今後生 きて い くで あ ろ う人生

の コ ー スは 、 大 筋 に お い て 、農 村 の 女 性 の それ とは変 わ らな い 。 都 市 で も、女

性 の行 動 を制 約 す る、 パ ル ダー制 度 や家 の対 面 を 重ん じる風 潮は、 根 強 く残 っ

て い る 。 日本 に生 まれ 育 った筆者 も イン ド人 の家 庭 で す ごせ ば 、 イ ン ド人 女性

と同 じ様 に扱 われ る こ と もあ る 。 イン ド八 女性 は一 人 で 出歩 く こ とは あ ま りな

い。特に若い女性は、必ず、家族か友人 (も ちろん同性)と 運れだって外出す

る 。筆者 の場 合 も出 か け る 時 は、 グ プ タ家 の孫 息 子 をお と もにつ け られ る 。 た



まに家 の 近辺 を一 人 で散 歩す る と、近 所 の 人 た ちが ど こか か ら見て い る らしい 。

彼 らに と って 、お か しい と思 われ る こ とを す る と、必 ず 夫 人 の 耳 に入 つて い
て

後 で注 意 され る。「 人 目」 を特 に 気 にか け て い るよ うだ った。 イ ン ド映 画 で 見

られ る ラブ・ ロマ ン スの 世界 は現実 の 生 活 に は程 遠 い 。

先 進 国 並 み の豊 か な物 質文 明 を指 向 す る一 方 で 、社 会 規範 に
つ い て は保 守 的

で あ ろ うと して い る。 そ の歪 み は例 え ば結 婚 持 参金 制 度 の よ うな深 刻 な社 会 問

題 に な って現 われ るの で は な い だ ろ うか 。女性 の首 相 が誕 生 しえ た国 で そ
の 一

方 、嫁 ぎ先 で の 命の 保 証 が無 い まで にお いつ め られ た妻 が
い る。 こ れ は一 見矛

盾 した 2つ の現 象の よ うに み え る 。 イ ン ド文 化 にお い ては 女性 に 生 まれ た こ と

が 、 当事 者 の 女性 に と って どん な意 味 を もつ の だ ろ うか 。

こ うした 女性 達 が どん な 儀 礼 を して い るの か 、 神 に な に を祈 ってい る のか 、

折 に ふれ て話 題 に して い る うち に、 彼 女 らの 祈 りは、 その 人 生 に深 く関
わ る も

の だ とい うこ とに 気が つ い た o

幸 福 な人 生 をす ごす た め に は、 本人 や周 囲 の努 力 も さ る
こ とな が ら、運 に恵

ま れ る こ とが大 切 だ 。 神 の 存 在 を 信 じる人 は 、神 に祈 って な ん とか
ご利 益 を と

考え るだ ろ う。 イ ン ドで は お祈 りの 手 引 書 の よ うな もの が 、 よ く売 られ て
い る。

それ を読 む と、 ど うや って 祈 れ ば ご利 益 が あ るか、 とい うこ とが 書か れ て い て 、

参 考 に してい る人は結 構 多 い らしい 。 その類 いの 本 を読 む と 、「 これ は息 子
の

い る母 親 が 行 な うよ うに 」 な ど、祈 る人 を限定 した記 述 が 目に
つ い た 。 祈 る人

を限 定 して い る場 合 、 条 件 にか な うの は 女 性 、 それ も妻 、母 親 と
い った 立 場 の

人達 で あ る。祈 り、祭 が 女 性 の ラ イ フ・ サ イ クル に結 び つ い て
い る。

こう した祈 りや 祭 を通 して、 ヒン ドゥー文 化 の中 の 女性 の 姿 を知 る ことはで

きない だ ろ うか 、 と思 い 付 い た の は 日々 の暮 らしに密 着 した 餞 礼 を 目に してか

らで あ る。本 稿 で は この 問題 に つ い て 考 え る た め に、 女 性 の ライ フ・ サ イクル

は ど ん な もの か を最 初 に あ き らか に し、 それ と結 び つ く儀 礼 の なか で 実 際 どん

な こ とが お こな わ れ て い るか を述べ てゆ く。特 に後 半 で 報 告 す る事 例 で 、 ヒン

ドゥー女性 に と つて 信 仰 が どれ だ け本 人 達 に 近 しい もので あ る か 、 紹 介 で きれ

ば幸 い で あ る。



ヒンドゥー女性のライフ・サ
′イクル

(1)「 浄 法 」 と女 性
L・ ル ヌ ーに よれ ば、 ヒ ン ドゥーの 人 生 は 12の 浄 法 に よ って 区 切 る こ とが
で き る。 懐 妊 が 認 定 され る 時期 に行 われ る受 胎 式 に始 ま り、生 男 式 、命名 式 、

初 遊 式 、 食 初式 、 断 髪 式 、 剃 髪 式 、 穿 耳 式 、入 門式 、帰 家 式 、結 婚式 、そ して

葬 式 で お わ るつ KoM・ カ パ デ ィア は、 これ らの浄 法 を 2つ の カ テ ゴ リー に分
類 してい る。 それ に よれ ば穿 耳式 ま で の 段階 は 、 人間 を浄 め る た めの 儀礼 で あ

り、 それ 以 後 は 、 よ り高次 の生 活 に入 門 し、 共 同体 の成 員 とな る た めの社 会 化

の 儀 礼 と考 え られ る。
②

再生 族 の男 性 は 12の 浄 法 をすべ て行 な うの が 望 ま しい と され る。 そ の 一 方
で 女 性の 場 合 に は 、「 聖 典 もて (行 わ れ るべ き)儀 式 は な し とか く法 は認 め た
り。J③  と までい われ る。受胎 式 と生 男 式 (こ の 2つ は性別 不 明 の 時 期 に行 わ
れ る 。 )を 除 く 10の 浄 法 の うち、入 門式 、 帰家 式 を女 子に行 な うこ とは な い 。
ヒン ドゥ ーの ラ イ フ・ サ イ クル の理 想 形 と して 有 名な「 四 住 期 」 の 最初 の字 住

期 の始 め と終 わ りに あ た るこの 儀式 が 行 わ れ ない 女 性 に は、学 住 期 は ない こ と

にな る 。学 住 期 を も って 共同 体 成員 と認 め られ る とすれ ば 、 それ が ない 女 性 は

い か に して 社 会 の一 員 とな るの か 。そ の答 えは マ ヌの法 典 に 次の よ うに 記 され

て い る。「 結 婚 式 は 婦人 の 為 の、 ヴ ェー ダの 浄 法 に して 、 (男 子の入 門式 に相

当 すべ き もの )と 宣 べ られ る。」④ したが って、結 婚 しない 女性 は一 人 前 と して

扱 わ れな い こ とに な る。

浄 法 の 必要 性 を説 くマ ヌの 法 典 の 中 で は 、 女性 は常 に家 族 の 男 性 (父 親 、夫 、

息 子 )に 服 従 すべ き と さ rlて い る 。 ヒン ドゥーの 義務 で あ る供 犠 、 誓 戒 、 断 食
な ど も、 夫 な しで 行 な うの を禁 止 され て い る

p女
性が良 き ヒン ドゥーで あ るた

めに も結 婚 は不 可欠 で あ る。

これ まで述 べ た よ うに 、法 (dharma)の L界 に お い て 、 男 性 は支配 的 な

立 場 にあ り、人 生 の 理 想 もまた男 性 を中 心 に想 定 され て い る 。女性 は男 性 に服

従 す る こ とに よ っての み 、 その 存在 を認 め られ て い る 。

(2)ヒ ン ドゥー女 性 の ライ フ・ サ イ クル

誕 生

家 に残 るの は男 子の み で 、 女 子 は全 部 他家 へ 嫁 ぐシ ス テム が あ る と ころ か ら、

生 まれ る 子 ど もは男 の 子が 望 ま しい 。 子 ど もが胎 児 の うちか ら、 男 の 子で あ る

⑥
こ と を願 う儀礼 が イ ン ドに は お お くあ る。

子 ど もが 誕 生 してか ら 6日 間 は 母 子 と もに 産室 に こ も り、 6日 目に沐 浴 す る

ま で は、 家 族 の 日常 生 活 か ら隔離 され て暮 らす 。 出 産 の汚 れ を もつ母 子が 、 他

に 影響 を及 ぼ さな い た め とい わ れ るが、 その 一 方 で は不安 定 な状 態 に あ る母 子

が外 へ 出 て、 魔 性 の 攻撃 を受 けない た め と考 え られ て い る。

男 子が 誕 生 した と き、 金 属 性 の 炊 事 用 具 を打 ち鳴 らした り、寺 院 また は 共 同

体 の 井 戸 を礼 拝 す るな どの 儀 礼 が 、 親 族 の 女 性 らに よ って行 わ れ る。
⑦
(女 子の

誕 生 で あ つて も、 その 子が 第一 子で あれ ば 、 こ うした 儀礼 が 行 わ れ る こ と もあ



る。 )③

女子が誕生 した時は、周囲 はその 子の容貌、特 に肌の色合 に関心 をよせ る。

ィン ド人の美の 価値基準で は、「 自い (し ば しば英語 の fair COmplexlon
とい う表現 で表 され る。 )」 こ とを重視 す る。新生児 を観 察 す るこ とによ つて、

1丁 地 方璽重 1嵩 甦 て [憾 :亀 抵骨毬 [皐 身 :[LTT簾 六
金 を 重視 す る人 々

子どもが生まれた日にシータラー・マーター (ζ it altt mttt五 )が 礼拝

〕13i兵 111:ir子省「]獣 [:畠慮114ぶ載:β♂li3真嘗轡1
で歌われ続け られ る。六 日目は母 子が沐浴 し、 日常生活に復帰する日である。

この 日女性 らは、 シャシュティ (,a,thi)と 呼 ばれ、子どもを主に破傷風か

ら守 ると信 じられ る女神 を礼拝する。 この 日は、子供の運命 と今後の無事成長

がかか った日なのである。

子 ど もが 誕生 してか ら 6日 目ま で の 儀礼 は、 ほ とん ど女 性 達 によ って行 われ

る」⑫ そ の 後 に 命名 式 、 食 初 式 な どの「 浄法 」 を ブ ラ ー フマ ンに 行 な つ て も ら

う場 合 もあ る 。「 浄 法 」 は 、 それ を行 な うこ とに よ って 現 Lと 来 騰の 罪 を消

滅 させ る とい われ る 。母 親 お よ び 周 囲 の 女 性 らが行 な う儀礼 は 、 誕生 した 新 し

い 生 命 を ま もるた め の 、 は た ら きか けで あ る 。

思 春期

ヒン ドゥーの 少 女が 初 潮 を むか え ると、 汚 れ を得 た と され 、 細 心 の 注意 を払

って潔 斎 を行 な わな けれ ば な らな い 。月経 中 の 女性 は調 理 を して は な らない 、

ま た聖 な る もの (寺 院 や 神像 な ど )に 近 づ い て はな らな い 、 とい った禁 忌 が 課

せ られ る よ うに な り、 少女 は 自分が 周期 的 に汚 れる存 在 で あ る こ とを知 る。

は F義 孟 ZifFi承 裏 Z鳥 :璽 乳 1112省 食 宴呉 iゞ 暮 ニ ム :ま」

`ヵ

)↓ E

うした儀 礼 を行 な う共 同体 は 、 イ ン ドで は例 外 的 で あ る 。

成女式 にかわ り女性 を一人 前 と認 める儀礼は結婚で あ る。極端 な場合 になる

と、初潮以前に結 婚 (儀 礼的な)一 幼 児婚が望 ましい とい うこ とに な る。⑭ こ

の形 態 は数 百年 の伝統 を もつ といわれ る。現在 は法律 で禁 止 され ているが 、そ

れで もなお幼 児婚はあ とをたたない 。パ ラー シャラによれ ば、 8歳 の 少女 はガ

ウ リー (gaur i)、  10歳 の 少女 はカンニ ャー (kanny五 )、  10歳 以 上
になれ ば ラジャスヴ ァラー (r aj asv ar五 )と 呼ばれ る。少女が ラジ ャスヴ

ァラーにな って も未 婚のま まで あれ ば、両親 と長兄は地獄 にお ちる、
⑮ 両親 と

祖 先は経 血を飲 んだ場合 と同 じ汚 れ を受 ける、
⑩ と考え られ ること もあ る。 ヒ

ン ドゥーの結 婚式 のなかに カンニ ャーダーン (k a n n yttd l n)① とい ぅ儀式

があるが 、この こ とばの背 景には こ うした 者え方が あ るのだ ろ うか。浄法 とし

ての結婚 は、本人 のためのみで な く、両親や祖先に 及ぶ不 可避 な儀礼といえようo

今日これ ほ ど極端 でない として も、女性が結婚 しないで い る ことは容易で な

い 。 女性が未 婚 でいる こ と、結 婚 に失敗 して実家 に戻 ることが 、家族 や親族 に

とっての不名誉 にな ってしま う。現 在の イ ン ドで は、比較 的豊 かな層 を中 心に



女 性 の学 歴 が 高 くな り、婚 姻 年齢 も上 昇 す る傾 向 に あ る 。それ で も女性 の 自主

性 は 尊 重 され ず 、 未 婚の 若 い 女性 の振 る舞 い は厳 し く監 視 され る。 将 来 の結 婚

に 支障 とな る よ うな事 態 に な らな い よ うに 、慎 み深 い態 度 が 望 ま れ る。 若 い 女

性 が外 出 す る 時 は 、決 して一 人 に な らない よ ぅに 本人 も周 囲 も配 慮 してい る 。

例 え近 所 を少 し歩 く時で も、女性 の 行動 を ど こか で誰 か が 見て い るの で あ る。

少 女が 身 体 的 に大 人 にな る と、 結 婚 が強 く意 識 され る よ うにな る。 そ して こ

の 頃 か ら、 少 女 自身 が 良 い配 偶者 に 恵 まれ る よ うに 、 自分 か ら祈願 す る儀礼 を

行 な うよ うに な る。

結 婚

結 婚 はま ず配 偶 者の選択 か ら始 ま る。配 偶者 は同 じ カ ー ス トの 中 か ら選 ば れ

る 。当事 者 同士 の 意 志 で結 婚 が決 め られ る恋愛結 婚 は ご く稀 で あ る。年 ごろの

娘 や 息 子に配 偶 者 を 見つ け る には 親 族 間 の ネ ッ トワ ー ク、 新 聞 広告 が 活用 され

る 。農村 な ど のパ ル ダ ー制 度 が か た く ま もられ て い る と ころ で は 、 どこの 家 族
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こ とはほ とん どな い 。 また 日本 で い うお 見合 い らしぃ もの もない 。 ま して 当事

者 が 直 接 話 し合 うこ と もな い 。両者 の 相 性 は 、生 年 月 日時 に基 づ い て作 られ た

ホ ロス コー プ をつ きあ わ せ て検 討 す る 。

あ る程 度決 ま っ た とこ ろで、 縁組 に関 す る交 渉 が両 親 その 他 の 親 族 間 で始 ま

る 。 この場 で 儀式 を どの よ うに行 な うか 、 式 の 費用 の 負担 の配 分 は、 そ して 何

よ り も花 嫁側 が どれ だ け の持 参金 、 贈 り物 を用意 で きるか 、 な どな どの取 り決

めが な され る。 こ こで双 方 の折 り合 い が つか な けれ ば 、 縁組 その ものが 決 裂 す

る こ と もあ る。⑩

結 婚 は ヒン ドゥーに と って「 浄 法」 で あ るが 、 今 日で は それ 以 上 に、 家 の 権

威 や 財力 を他 に 誇 示 して み せ る機 会 で もあ る。花 婿 が 花 嫁 の とこ ろ に行 くの に

華 々 しいパ レ ー ドを行 な い、 式 披 露 宴 会 場 で客 に豪 勢 な 食事 を振 る舞 い、 花 嫁

は金 糸 を織 り混 ぜ た ま ば ゆ い ばか りの 真紅 の サ ー リー に、 装 身 具 の 数 々 で 、ず

っし りと装 う。肝 心 の 儀式 は これ らの賑 わい に く らべ 、 地 味 な もの に 見 え る。

この よ うに式 を華 や か に す るた めに 、 骨 身 を削 る よ うな 、 借 金 まで 背 負 い こん

で 、 出 費 に つ とめ る人 々が い る。 この 負担 は特 に花 嫁側 に と って苛 酷 な もの と

な る。式 の 費用 の うえ に さ らに娘 に持 た せ る金 品 の 出 費 が あ る。現 金 に家 具 調

度 、 衣 類 に装 身 具、 こ れ らの 「不 足 」 が 娘 の生 命 を脅 か しか ね な い と ころま で、

問 題 は深 刻 にな ってい る。

ほ とん どの ヒン ド ゥ ーは 、夫 方居 住 の 形 態 を とるの で 、結 婚 し た女 性 は生 家

を は な れ、 配 偶 者の 家族 の メ ンバ ー とな る 。 その た め ヒン ド ゥーの 家 族 の 中 で

は、 娘 は「 よ そ の 財 産 (pa riT dhan)と 呼 ば れ る存 在 であ る。家 を出 る

の は死 人 と娘 だ け 、 と も言 わ れ て い る。新 し く嫁 ぎ先 の家 族 とな った 女性 に と

って 、 その 家 の 年 長 女性 は権 威 あ る存 在 で あ る 。 婚家 の義 弟 をの ぞ く男 性 メ ン

バ ー とはほ とん ど接 す る こ とはな い 。⑩ l日 の 大 半 を共 に過 ごす の は、家族 の

女 性 メ ンパ ーで あ るか ら、 新 し い妻 へ の年 長 女性メンバーの影 響 力は絶 大である。



家 事 な ど 日常の習 慣 は もち ろん宗教 的 な行 動 につ い て も、嫁 い で か らの 女性

は 婚 家 先 の 方 法 に従 う。 妻 は な に よ り も夫 の長寿 を祈 り、 ま た 子 ど もの誕生 を

祈 る。 夫 が 健在 であ る こと、 子 ど もが あ る こ とは 、婚家 での 女 性の 地 位 の安 定

に深 く関 わ る 。 その 点 につ い て は後 述 す る 。

母 ―妊 娠 。出 産・ 育 児

ヒン ドゥー女 性 は、結 婚 してか ら子 ど もを 儲け る まで の間 を、緊 張 して過 ご

す 。 周 囲 か ら期 待 され て い る 男の 子の 出産 は、悲 願 の よ うな もの だ 。娘 とは先

に も述 べ た よ うに 、「 よ その 財 産 」 で あ り、嫁 が せ るに は 途 方 もな い 散 財 が 必

要だ か ら、歓 迎 され ない場合 が あ る。 シー マ ー (Sim五 )と い う名 の 女性 がい
た ら、彼 女 に は 多 くの姉 た ちが い る の に違 い な ぃ 。 シー マ ー と は「 これ で (娘

は )お しま い 」 とい う意 味 で あ る。

男 子を儲 け るため に、 ヒン ドゥー の 女性 が行 な う儀礼 は実 に 多 種 多 様 だ 。 シ

ヴ ァ、 ヴ ィシ ュヌ の よ うな イ ン ド全 土 に通 用 す るよ うな ポ ピ ュラー な神 格 に始

ま り、 辻 に祭 られ る礼拝 す る人 も名 をよ く知 らな い よ うな 神 にま で 祈 る 。 日常

の 」ヽ さ な振 る 舞 いの あ ち こ ちに禁 忌 を 持つ。 呪術といってよいような儀礼 を行 な う。

妊 婦 が お守 りを首 に か け た り、 枕 の下 に ナ イ フを入 れ て 眠 るの は 、 怖れ る も

の が あ るか らであ る 。 それ は 子 ど もを宿 し た彼 女 を う らや み、 何 と して も子 ど

もが欲しいと切望する者の力である。② この怖れの背景には、子どもを望む女
性 の 悲 願 、 それ が果 た され な い場 合 の 深 い 失 望 、母 とな った 女 性へ の 強 い羨 望

が 根 付い てい る。 この よ うな状 況 で 、妊 娠 しない 女 性 、 出 産 中 に死 亡 した 女性

な どは 、 子供 に対 し邪 悪 な力 を持 つ と語 られ さえ す る。 チ ュラ ー リン (c ur
Jlin)、 チ ュ レ ール ー (curelこ )と 呼 ば れ る魔 物 は、 上述 の よ うな女 性 、
時 に は それ らが 集 合 し た幽 霊 とい わ れ 、無防 備 な可 愛 い 子 ど もの 血 に飢 えて さ

迷 うと伝 え られ てい る。
②
そこで 女性が出産中 に死 亡 したよ うな場合 、その よ

うな存在 にな らない よ う、女性 の手足の爪 に釘 を打 ち、目の 中 に唐辛 子の粉 を

いれ る。死亡 が出 産後 10日 以 内であれば、遺 体 を家 か ら運 び出 してす ぐ、釘
を ドアのわ きの柱 に打 ち込 む。

②

ィン ドで は、 子ど もが ラン プの煤で丁度 アイ・ ラインのよ うに目の まわ りを

黒 く塗 ってい た り、 ターヴィーズ(t tt viz)と い ぅお守 りのつい た黒い糸 を首
にか けてい るの をよ く見か けるが、これ は魔除 のためであ る。

母 にな った女性 は、 子ど もの無事成長祈願 を、折 にふれ て行 な うよ うに なる。
子 ど も、特 に男 子を得 て女性の婚家 での地位 は安定 した ものにな る。その息 子

が成長 して妻 をむか えると、 その地位 はさ らに確 固と した ものにな る。年齢 を

重ね た女性 が月経 の煩 わ し さか ら開放 されれば、家 の祭壇 を毎 日祭 る ことがで

きる。 あ る種 の祭 りで は、嫁か ら供物 を受 け取 り礼拝 を受 けるよ うにな る。 こ

の頃 になれ ば、家 内の儀礼 を取 りLL切 り、威 厳に満 ちた存在 になる。家内での

年 長女性の権威 は女性 メ ンバーのみな らず 、その息 子た ちに も及 ぶ。 F・ L.
K.シ ューに よれ ば、 ヒン ドゥーの 文化は男性中心的 であ るが、母 =息 子関係
は、他の親族関係 よ り重要 な もの であ るとい う。② 家 内の女 性 に対 す る権威以

外 に も、息 子 を通 じて対外 的な影響力 を も年 長女性 は もつ ことになる。



寡 婦

妻 が 夫の 長 寿 を祈 る儀 礼 を行 な うこ とは先 に述べ たが 、夫 の 長 寿 とは 同時 に

自分 よ り長生 き して ほ しい とい ぅ意 味 で もあ る 。 ヒン ドゥーの 女 性 が、 夫 の 後

で 食事 す るの は 、 食 習 慣 上 給 仕が 必要 な ため だ けで な く、 夫 の 残 り物 を食べ る

こ とに よ って汚 れ を多 く吸収 し、夫 に先 立 つて死 ね るよ うに 、 とい う願 いの 表
れ で もあ る。

願 い も空 し く夫 に先 立 た れ た ヒン ド ゥー女 性 に は 、寡 婦 と しての 生活 が待 っ
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の 有 無 、婚家 ま たは 生家 の 経 済 状 態 な どで微 妙 に左 右 され る。 寡 婦 の 立場 は 極

め て 不 安 定 で あ る。誰 の 扶養 で暮 らすか は深 刻 な問題 とな る。

寡 婦 は晴れがま しい席 に出 られ ない 。寡 婦は家 族 と同じ住居にいても隔て られ 、

別々に 食事 をつ くることす らあ る。② どこに住 むにせ よ寡 婦の行動 は常に監視
され てぃ る。寡 婦が まだ若 ければ 尚更 である。万一 彼 女が異性 との間に問題 を

お こす よ うなこ とが ぁれ ば、本人 とその親族 には大変 な不名誉 が もた らされ る。

再婚 も名誉 な ことで はない 。む しろ寡 婦の再婚は下層 カー ス トの習慣 であ ると

して、好 まし く思 われ ない。 そ して女性 に とっての 2度 目の結 婚は もはゃ浄法
で  は  な い 。

寡 婦 とい え ばサ テ ィー と ょ ばれ る寡 婦殉 死 の 習 慣 が 思 いお こ され る 。 この 習

慣 は法 的 に禁 止 され て お り、
②
ィ ン ド人 は この 話 題 を さけ たが るが 、 今 日で も

ま ま お こ る こ とが あ る 。サ テ ィーが 行 わ れ る場 合 、殉 死 しよ う とす る女 性、 殉

死 し た 女性 は、 崇 拝 の対 象 にな る 。殉 死 を決 心 した 女性 は花輪 で飾 られ 、夫 の

火 葬 の火 で 焼死 す る 。殉死 後 その 女性 の 記念 碑 や廟 が で き、夫 の一 族 か ら、 と

くに 子供 の な い 女性 か ら崇 拝 され る つ

人 生 が順 調 に行 くか行 か な い か 、 それ は 女性 当 人 だ け の 問題 で は ない 。人生

の llR調 な流 れ か ら逸 脱 して しま う場 合 の、 社会 的 な不 名誉、 汚 名 を被 るの は 、

本人 だ けで な くそ の親 族 に まで 及 ぶ 。 それ で は逸脱 とは ど うい う状 態 なの か を

こ こで 検 討 し てみ よ う。結 婚 して息 子を儲 け 、無 事 育 て あ げ て か ら夫 に先 立 っ

て 往 生 す るの が、 好 ま しい 人 生 で あ る 。そ うし た人 生 か らの 逸脱 とは、 多 くの

場 合 性 的 な もの を さす 。

女 性 は 異 性 と性 的 関 係 を結 び 、 子 ど もを生 む こ との で きる豊 饒 性 を もって い

る。 それ を いつ 発 現 させ るか を、 ヒン ドゥーの 文 化 は限 定 す る。 その 期 間 や 時

期 を決 定 す る権 限 は 、 女性 当人 には 全 くない とい って よい 。 少女 時代 には行 動

を厳 し く監 視 され 、妻 とな れ ばそ の豊 饒性 を大 い に発 揮 す る こ とを望 まれ るが

未 亡 人 とな れ ば 、年 齢 を問 わ ず 再婚 の 可 能 性 は な く、 ひ っそ りと暮 らさな けれ

ば な らな い 。従 って、 豊 饒 性 を的確 な時 期 に発 現 させ 、 そ うで ない時 に は ゼ ロ

に等 し くす る こ とが 、 ヒン ド ゥー女 性 の llF調 な 人 生 の 鍵 とな る 。

女 性 は 子 ど も =息 子 を持 つ こ と で 、 自身 の人生 に権威 を もた らす 。息 子 は父
親 よ り母 親 との 一 体 感が 強 く、母 親 は息 子を通 じて その配 偶者 や孫 の 尊 敬 を集

め る。



この よ うな ヒン ド ゥー女性 の人 生 に密 接 に関 わ る儀 礼 が 、次 に述べ る ヴラ ト

とプ ー ジ ャーで あ る 。 これ らが 、具 体 的 に ど うい う もの か 、 どの よ うに女 性 ら

の生 活 に か かわ って い るか を み てみ よ う 。

2.ヴ ラト、プー ジャーと女性の人生

ヒン ドゥ ー教 とい え ば、 日本 で は多 くの 人 が、 ヴァーラーナ ス ィーの沐 浴 風 景

を 思 い うか べ るの だ ろ うか 。ま た 、 ヒン ドゥー教 に興 味 が あ る、 とイ ン ド人 に

話 す と、 決 ま って「 で は 是 非 ハ リ ドワ ール、 リ シケ ー シ ュを 見 て来 るよ うに 。 」

とい わ れ る。 こ う した有 名 な 聖地へ 巡 礼 す る こ とに 価値 を見 出 すの も、 ヒ ン ド

ゥーの 人 々 の心 を理 解 す る一 つ の ア プロ ーチ に な るだ ろ う。 しか し巡 礼 な どの

行為 は 、 日常 生活 か ら隔 た った性 質 の 宗 教 的 な行 動 で あ る 。 こ こで はよ り 日々

の 営 み に近 い家 の 中 の儀 礼 を取 り上 げ て み た い。 そ ぅす る こと に よ つて ヒ ン ド

ゥ ーの 神達 が 、 人 々 に どれ だ け 身 近 な もの か を理 解 で きるの で は ない だ ろ うか 。

ヴ ラ トとは 、 あ る一 定 の 期 間 (年 に一 度 の特 別 な 日、月 に一 度 か三 度の 特 別

な 日、週 の特 定 の曜 日な ど )に 行 わ れ る断 食 な どの 誓 い を と も な う願 か けの 一
種 で あ る 。現 世利 益 、 神 に崇 拝 の念 を示 す、 罪 業の 消滅 、な ど 目的 は 様 々で あ

る。⑩ 本稿で扱 うのは 、主 に現 艦利益のための プラ トであ る。プー ジャーとは

神 を崇拝 し 、まつる ことで ある。実際の場 面では、両者 は別 々の独立 した儀礼

ではな く、な にかの プージ ャーの機会 に ヴラ トを行 な うことが多いので、本 稿

で もあえて区別 しない。

家 庭内 の儀礼 は、 それ ぞれの地 域色 や家 の事情を反映 し、一 つ の行事 につ い

て色 々なや り方があ る。 それ らの実 際を紹 介 するため に こ こに例 をあげ てみ る。

以下 は、 1984年 3月 ～ 4月  にか けて、 筆者が滞 在 した ことのある ヒン ドゥ
ーの一 家の ヴラ ト、プージ ャーの様 子、また何人か のイン フォーマ ン トによ る

聞 き書 きの記録で あ る。なお ィ ンフォーマ ン トの年齢 、職業 、 出身地 につい て

は、 最後の方 に ヴラ ト、 プージ ャ ーの一覧表 を載せ たので、 そ ちらを参照 され

た い 。

<毎 日の プ ー ジ ャー>
シ ャ ク ン タ ラー・ グ プ タ夫人 は、 朝 起 きて か ら用 足 しと沐 浴 を済 ま せ 、洗 濯

済 みの サ ー リーに 着替 え る 。夫 の 出勤 、孫 の 登校 の 支度 を手 伝 い、 食 事 させ る 。

夫 と孫 が それ ぞ れ に 言 うこ と を聞 き分け て 答 え た り、 あ れ や これ や で 主 婦 の 朝

はお お わ らわ で あ る。 彼 らが 出 か け た 後、家 の中 が 静 か に な る と、 夫人 はお も

む ろ に プー ジ ャ ーの 準 備 に と りか か る 。

まず ステ ン レスの ボ ー ル に水 を汲 む 。ニ ュ ーデ リ ーの 近 代 的 な フラ ッ トに 住

ん で い るか ら、 水 は 水 道 か らで る 。 ボ ール に た たえ られ た 水 は 、澄 ん で きれ い

な 水 だ けれ ど、 この ま ま では プ ー ジャ ーに使 えな い 。

水 を持 っ て祈 る部 屋 に入 る 。その 時 はか な らず 素 足 にな らな くて は な らな い 。

そ こは客 間 として使 わ れ て い て、 南 向 きの 部 屋 で あ る 。 部 屋 の南 東 の 隔 に祭 壇



が お い て あ る 。それ は祭 壇 とい うよ りは、 ヒン ドゥー寺院 をか た ど った厨 子の

よ うな もの で 、 自 塗 りの 木 枠 に 四 面 ガ ラ ス張 りに な って い る。 これ を夫人 は マ

ンデ ィル (mandir)と 呼 び 、 それ にふ さわ し く所 狭 し と多 くの神 格 が 祭 ら

れ て い る 。 マ ン デ ィル の 塔 に あ た る部 分 に 、 ドゥル ガー女 神 の銀 の レ リ
ー フの

装 飾 が あ る 。他 に こ こ lζ 見 られ る神 格 は 、 ガ ネ ー シュ神 、 シヴ ァ神 、 ラ
ー ダー

と ク リ ジ ュナ神 、 パ ール ヴ ァテ ィ
~女 神。 さ らに実在 した 聖 者 の ス ィ ー リー・

バーバ ー (S,1l b tt bユ )の 図 像 も加 わ る。人 間 と同 じ形 で 表 され た神 だけ

で な く、象 徴 的 に神 とみ な され てい る もの もあ る 。 5,6卸 ほ どの 高 さの リン

ガ ム 、 シャ ー リク・ ジ ー (シ ャー リ・ グ ラ ー マ )p真 鍮製 の雌 牛 (マ ー タ ー

・ ジ ー、す なわ ちお 母 さん と呼 ば 4て い る。 )な ど な ど。

これ らの神 像 の額 の 部 分 (ま た は額 と思 わ れ る部 分 )に 、 乾 い た赤 い 粉 が つ

い て い る 。 これ を雑 巾で 拭 い さ る こ とか ら、 マ ン デ ィルの 浄 め が始 ま る。 マ ン

デ ィル の 隅に水 の入 つた 瓶 が あ る 。その 水 は ガ
ン ジ ス河 か ら汲 ん で 来 た もの で

大 切 に 少 しず つ 使 う。 これ を少 し手 の ひ らに と り、 マ ン デ ィル に ふ りか け る。

瓶の 水 を先 刻 の ボ ール の 水 に ほん の 数 滴た らす。 これ で 水 道 の 水 が プ
ー ジ ャー

に使 え る よ うに な る。 その 水 を真鍮 の 水 差 しに 分 け る。真鍮 製 の 神 像 、石 の 神

な ど を沐浴 させ る た め に 、小 さな真鍮 の 盆 にの せ る。水 差 しを 少 しず つ傾 けて

は 、一 つ 一 つ 丁寧 に洗 って い く。最 初 に シ ヴ ァ神 の リン ガム を 、次 に その 妻
パ

ー ル ヴ ァテ ィー女 神 の像 、 雌 牛 、 シヤ ー リク 。ジ ーの ll■ で 、 毎 日洗 う。

次 に 自檀 の か け らを水 に 少 し濡 らしてか ら、 石 の す り板 で
す る 。 そ うす る と

よ い 香 りの す る液 体 が で きる。 これ を シ ヴ ァの リン ガ ムに つ け て や る。 今度 は

ロー リー (■ ori・ 赤 い 粉 )を 水 で練 って ペ ー ス ト状 に し、神 像 の額 につ けて

ぃ く。 ガ ラ ス張 りの 額 に入 った神 像 に も、 ガ ラ スの 上 か ら
つ け る 。 その 時 もし

側 に 一 緒 に プ ー ジ ャ ーをす る者 があ れ ば 、 そ の額 に もつ け る。

今 度 は神 に供 物 (bhOg)を あ げ る。 供 物 は マ ンデ ィル の した にい つ も置 い

て あ る。缶 の 中 の米 粒 、 ほ しぶ ど う、 はぜ 菓 子を神 像 (図 像 に も石 に も)の そ

れ ぞ れ に 置 い て ぃ く。

マ ン デ ィルの 下 に は 実 に色 々の もの が 置 い て あ る 。次 に取 り出 した のは、 ダ

ール ミク ・ プ ス タク (d httrm i k pustak)と 呼 ば れ る簡 単 な ヒ ンデ ィ ー

語 で 書 かれ たお祈 り用 の手 引 書で あ る 。そ の一 冊 を開 き、「 ウパ デ
ー シユ

(upade6)」 と高 らか に、 「 神 の 教 え に心 を とめ る
べ し。 」 で始 ま る 10

条 の 教 説 を読 み上 げ て い く。

それ が 済 む と今 度 は い よい よ護 摩 を焚 きにか か る。 アル ミの器 で香 と
マ ン ゴ

ーの 樹 皮 を焚 く。 ウパ デ ‐ シュは 高 らか に とな え られ たが 、 護 摩 の 時 の ガ
ー ヤ

トリー・ マ ン ト ラ (gtty a t r i mantra)は 、心 の なか で ひそ か lζ 唱 え ら

れ る 。樹皮 は ご くわ ずか に つ ま ん だ だ け なの で、 護 摩焚 きはす ぐ終 わ る。

次 は 、灯 をか ざ しつ つ神 に歌 を さ さげ る。 これ を アー ル テ ィー (arti)と

呼ぶ 。豊 か な 体格 の 夫人 が これ まで は 、文 字通 り腰 を据 えて 行 な って来 た が 、

こ こで初 め て立 ち上 が る。 左 手 に Jヽ さな鐘 (ghan!五 )を 持 ち、 右 手 に手 燭

を持 つ 。賑 や か に鐘 を 鳴 ら しなが ら、 右手 は灯 を ガネ ー シ ュ神 の所 か ら始 め て 、

時 計 回 りにか ざす 。 ガネ ー シュ神 は家 庭 を守 って くれ る神 様 だか ら、 その神 様



か らア ール テ ィー を さ さげな くて は な らない と、夫 人 は 考 え て い る oこ れ で マ

ン デ ィル で 行 な う プー ジ ャ ーは終 りとな る。

こん ど は 」ヽ さな盆 に水 差 し と火 の灯 った ま まの手 燭 、 ペ ー ス ト状 の ロー リ ー ,

供 物 な ど を持 ち、東 側 の ヴ ェラ ンダ にで る 。 そ この南 端 に トゥ
ル シー (t uls■ )

の木 の鉢 が あ る 。そ の 本 に も水 を ふ りか け て や り、葉 に ロ ー リ
ー をつ け てか ら、

手 燭 で 灯 をか ざす 。 そ して供 物 も置 い て ゆ く。

その ま まで 西 側 の ヴ ェ ラン ダに 出 る 。そ こで南 を 向 く と、 太陽 は 丁度 正 面 に

あ る。今 度 は スー リヤ
。ジ ー (s● rya ji。 太 陽 )の プ ー ジ ャー を簡 単 に す

る 。 まず 光 に むか って 水 を ふ りか け 、灯 を か ざ し、 夫人 が 時 計 回 り に数 回 まわ

る 。

こ こ まで を済 ま せ て マ ンデ ィル の 部屋 に もど り、 も う一 度歌 い な が ら灯 をか

ざす 。 これ を しめ く く りと して 、 この 日のプ ー ジ ャー は全 て 済 ん だ こ とに な る 。

これ だ け の こ と をし てか ら、 夫人 は や っ と朝 の お茶 をの み、 朝 食 を とる。 プ ー

ジ ャ ー には お よ そ 30分 か か る。
これ は一 つ の 例 で あ るか ら、 ヒン ド ゥー女 性の 全 てが 、 この よ うに毎 日の プ

ー ジ ャ ー を行 な って い る訳 で は な い 。祭 壇 を倉 庫 内 に 置 い て 朝 と夕の 2回 プー

ジ ャ ーを す るが 、この 例 よ り もず っ と短 く行 な うとい う場 合 もあ る。 その 夫人

は 、 ウ パデ ー シュを 唱 えず 、 バ ガ ヴ ァ ッ ト・ ギ ー タ ー を 朗読 す る。家 には息 子

の 嫁 が い るが 、嫁 の ほ うは毎 日の プー ジ ャ ーに 関 わ って は い な か った 。 グプ タ

夫 人 の例 で は、 息 子夫 婦 が外 国 に住 んで い て、 家 の中 に 女性 は他 に い なか った

とい う事 情 は あ るが 、 自分 が プ ー ジ ヤ ーを し て家 庭 を守 る こ と に 、両 者 共 に生

きが い と誇 りを 持 って い る 。

女 性 を 観 察 して い る と、 その 人 が どん な 儀礼 を行 な って い るか 、 分か る こ と

が あ る 。衣 食 の習 慣が 、ある日だ けいつ も と違 うので 、 理 由 を たず ね る と「 今 日

は 月曜 だ か ら。 」 とい うよ うな答 えが 返 って来 る こ とが あ る 。た とえ ば グプ タ

夫人 は 月 曜 に な る と、 普 段 の 主 食 の ロー テ ィー を食 べ な い 。 これ は 夫人 だ け で 、

他の家 族 はい つ も と同 じで あ る 。 この よ うに曜
日に よ っ て行 動 に 何 かの ア クセ

ン トが あ る時 は 、 その 人 が その 曜 日の ヴ ラ トや プ ー ジ ャー を行 な ってい る とみ

て よい 。お 祈 りの 手 引 書 に よれ ば 、 すべ ての 曜 日に そ の プ ラ トが あ る 。次 は 、

筆 者 が よ く耳 に した 月曜 日と金 曜 日の ヴ ラ トを例 に と りあ げて み る。手 引 書の

方法 と、 イ ン フ ォー マ ン トの それ ぞ れ の 方法 と合 わ せ て 述 べ てお く o

<月 曜 日の ヴラ ト>
この ヴラ トの方法 を 4冊 の手引 書で見比べ てみ る と、

⑫ 祈 る神格 や方法 など

は ほ とん ど同 じで あ る。 この ヴラ トは シヴ ァ神 (時 に は シャンカル神 )、 また

はパ ール ヴァテ ィー女神 を と もな った シヴ ァ神のため に行われ る もので、食事

を 1日 1回 と定 めてい る。本 によ っては この ヴラ トは 14年 間続 け るのが望 ま

し く、 それ が無理 な ら 1年 続 ければ良い と書かれてい る。
① これ を行 な うこ と

で シヴァ神 、パ ール ヴァテ ィー女神の プージ ャーがで きる。また行 な う人 の夫

や息 子に幸 せが訪 れ るともい われ てい る。



で は実 際 に この ヴ ラ トを して い る人 の 方 法 や 目的 は どの よ うに な っ てい るの

だ ろ うか 。

メ ー ラ トの 洗 濯 屋 、 スマナ 夫人 は す で に 子 ど もが 5人 お り、 上 の 娘 は嫁 いで

いっ た。夫 人 の 髪 に は そ ろ そ ろ 白い もの が ま じ って い るが 、 この ヴ ラ トは 子 ど

もが生 まれ る よ うに願 って行 な って い る 。月 曜 日に は 穀物 類 を食べ な い よ うに 、

塩 を 口に しな い よ うに 気 を付 け てい る そ うだ 。 そ して ア ー ター (互 ,=全 粒 」ヽ

麦 粉 )を シヴ ァ神 にお 供 え し、その お さが りを 3等 分に して 、雌 牛 と 子ど も と

家 族 の 男 性 にわ け る とい う。穀 物 を食べ て はい け な い 日だ か ら、決 して 自分で

は取 らな い 。

うまれ は ネ パ ー ル で メ ー ラ トに 住 み 、 大学 の 女 子寮で皿 洗 い な どの 仕事 を し

て い るス ク マー ル夫 人 は、 この ヴラ トは シ ャ ン カル 神 へ の プー ジ ャー をす るた

め と、家 内安 全 の ため と考 え て い る 。 この人 もやは り塩 を取 らな い よ うに 心掛

け て い るそ うだ 。

未 婚 の 女 子大 生 らに ヴ ラ トの こ と を尋 ね た 時 は、「 月曜 日の ヴラ トの こと ?」

とす ぐ反 応 が返 つて 来 た 。 女 子大生 の グプ タ嬢 (上 述 の グ プ タ家 とは無 関 係 )

は 18歳 、 そ ろ そ ろ結 婚 を意識 す る年 齢 で あ る。 彼女 は この グ ラ トは 未婚 の人
が す る もの だ と強 調 す る 。彼 女 に よ れ ば夜 12時 まで 食 事 を して はな らない 、
そ の 食事 で も塩 を と って は な らな いそ うだ 。そ うす れば良 い夫 が み つ か る とい

う。 この ヴラ トが話 題 に な ってい た 時 に、 や は り 18歳 の 女 子大 生 ダ ヴ ェー嬢
が 、「 わ た しはい い 成績 が 取 りた い か ら、 月曜 に ヴラ トを して い るの 。」 とい

う と、 周 囲の 女 子大 生 らに嘘 お つ し ゃい とい わ ん ばか りに 、 はや し た て られ て

し ま った。 彼 女の 目的 の 真 偽 は と もか く、 月曜 日の ヴ ラ トは、 よ い お 婿 さん が

見 つ か る とい うご利 益 で 有 名 な の だ ろ う。

母 と娘 が 同 じプ ラ トを して い て も、 異 な る方法 で 行 な うこ とが あ る。 グプ タ

夫 人 とその 娘 (既 婚 )は 、 二 人 と も夫 の 仕事 の 関 係 で 、核 家族 で く らして い る 。

母 の ほ うは 、食 事 の 回 数 は いつ も と同 じだが 、 ロー テ ィ ーは決 して 食べ ない 。

か わ りに、 ジ ャ ガイ モ を塩 と胡椒 で味 付 け し 、 ギ ー (ghi, 精製 パタ ー )で
炒 め た もの を 主 食 と して取 っ てい る 。この 調理 方 法 は通 常 の サ ブ ジー (カ レ ー

味 の 野 菜 料理 )と 異 な って、 タ ー メ リ ッ クが 全 く用 い られ て い な い 。黄 色 で な

い の で 、文 字通 り異 色 の料 理 で あ る 。 この料 理 は お供 え と して マ ンデ ィルの シ

ヴ ァ神 の 図 像 の ま えに飾 られ た 。 そ して この 日の プ ー ジ ャーは、 い つ もの 分 を

済 ませ てか ら、 シ ヴ ァ神 の プー ジ ャ ー を別 に行 な った 。 シ ヴ ァ神 の ア ール テ ィ

ー が うたわ れ 、 シブ ァ神 に因 む ヴラ ト・ カ タ ー (vr at kath五 、 ヴ ラ トの

由来物 語 )が 朗読 され た 。娘 の 方 は 1日 食 事 を 1回 だけ取 る こ とに して い る 。

娘 が 里 帰 りして い た時 の 月曜 日、二 人 は それ ぞれ の 方法 で ヴ ラ トを行 な ってい

た 。娘 は シヴ ァ神 の プ ー ジ ャー に 参 加 してい なか った。

これ は月曜 日に限 らず一 般 的にい え るのだが、 ヴラ トについて尋 ね た時「 私

は してい ない 」「知 らない」と答え られ て も、必ず しもその通 りでは ない。今述

べ た グプ タ夫人 の場合 も、 最初は よ く知 らない とい う答 えだ つたoし か し月曜
日にな る といつ もと違 うことをす る。そ こで もう 1度 尋 ね ると、月曜 日は シヴ



ァ神 の プー ジ ャ ーを す る こ とに な って い るの が 分か っ
た 。 先 に述 べ た 女 子大 生

の 会 話 で も、 月曜 日の ヴ ラ トの こ とは よ く知 って
い て も、 自分 は して い ない と

い う人 が 多 か った o う っか り。「 してい る」 とい うと,ダ ヴ エ
~嬢 の よ うにか らか

われ て し ま うの を怖 れ て い るの だ ろ うか 。そ れ と も人 に知 られ
て しま う と ご利

益 が無 くな る と考 え てい るの だ ろ うか。

ヴ ラ トをす るに は 、特 に 食 生活 に 普段 と違 う要 素 を と りこむ こ とが 重要
に な

る らしい 。 次 にあ げ る金 曜 の ヴラ トは、 食 物 につ い て の 規制 が は っ き り表
され

て い る。

<金 曜 日の グラ ト>
この プ ラ トの 神 格 を、 ラク シ ュ ミー 女神 とす る手 引 書 、 サ ン ト

ー シー・ マ ー

タ… とす る手 引 書、 その 両 者 とす る手 引 書 と、色 々の 立 場 が あ る。
サ ン トー シ

ー・ マ ー タ ーは ド ゥル ガ
ニ女神 の こ とだ とい われ る。 筆 者 が 聞い た 限 りで は 、

ラ ク シ ュ ミー 女神 の た め に 、 とい う人 は い な か った 。

供ア]1顧 2fT[]1:;じこみ:[l層なT亀『:屡ダゝ:し早ビζI号℃雪テ
ーを崇 拝 す る場 合 には 、 グ ル (gu:,黒 砂糖 )と チ ヤナ豆 の ス ー プ を供 え、

ラ1:管 lFl聾彙3∴ iり |こ争:農多
曜日には努め

F酸
味のあるもの(ヨー

ル[iFiT[え理IP分堀倉堡伝撃だ急£是

`i〔

I[i『 [Fl「 ;:♂

g」
Iふ :三員涅ξ「1'全 11奮農介美天含fi[ピ原写百1曾子拿itlゞよ
yョ
黒 Ir夕 [;itgみ 長 3予 じ た :F ttξ li言 :言 T看 民 lni:た 手 :。

けれ ど もき きめ が強 力 な 分、 プ ラ トの きま りを厳 し く守 らない とい け
ない 。 ヴ

ラ トを一 家 中で 行 な う時 、普 通幼 児 な どは きま りご とを守 らな く
て もよい の だ

が 、 夫 人 の 方法 で は、 酸 味 の あ る もの を 子供 が 口に しな い よ うに、 気 を配 る必

要 が あ る。 さ らにそ うい う もの を食べ た人 、 その種 の 食物 を
い れ た 器 に もさわ

らない の が肝 心 で あ る 。 その う え これ らの きま りを守 らな か っ た ら、 16日 間

はその ペ ナル テ ィーの プ ラ トをす る こと にな る 。 この ヴ ラ トの き きめ が あ つ
た

ら、 忘 れ ず に サ ン トー シ ー・ マ ー タ ーにお ネしをす る こ と も大 切 だ 。

金 曜 の ヴラ トで は 、 お供 えの お 下 が りをだれ か にわ け る よ うに し て
い る人 が

多 い 。 シ キ イ リー
。デ ー ヴ ィ ーの 場 合 もそ うで あ る し、 ロー イ夫八 は 8人 の 男

の 子に ご馳 走 す る こ と に して い る 。

ヒン ドゥーが 女 神 を マ ー タ ー (母 )と 呼 ぶ 時 には、 自 らを女 神 の 子ど もとみ

な し 、そ の庇 護 を受 け よ うとす る 気持 ちが あ る。
① マ ー タ ー と呼 ばれ るネ 神

た

ち に は 、 そ の 破壊 力 で知 られ る カ ー リー女 神 、疫 神 で あ る
シー タラ ー (Sit

a10)女 神 な どが あ る 。 女神 の 破壊 力 が 強 け れば 強 い ほ ど、女 神
の意 にか な

った 場 合 そ の加 護 も大 きな もの に な るだ ろ う。サ ン ト
ー シ ー・ マ ー ター もその



よ うな 女神 として ヴ ラ ト・ カ タ ーな どで恐 ろ しい 姿 を現 して い る。 (グ ル 、 チ

ャナにまみれた、恐ろしい姿 )⑩ それが伸々しく美しい像になると、鋭い武器

を携 え て 、絶 大 な ご利 益 を示 して い るの で は な い だ ろ うか つ

次 に年 に 1回 の グ プ タ家 の ガ ン ゴ ール・ プ ー ジ ャー の様 子を述 べ るが 、 その

前 に 筆 者 が滞 在 して い た時 の 家 の事 情 を 説 明 して お く。 この プ ージ ャーは 、 グ

プ タ家 の三 女 に よ って行 わ れ た 。母 の グ プ タ夫 人 の 夫 と、 その三 女 ミーナ ー ル

の 夫 は、 と もに エ ン ジ ニア で、職 業 柄転 勤 が 多 い 。 当 時 母 は ニ ューデ リーに 、

娘 は ィラーハーバー ドに住 ん で お り、娘 は息 子を連 れ て里 帰 りしてい た。 実 家 に

数 週 間 滞 在 した あ と、娘 は ア リー ガルの 夫 の実 家 で しば ら くす ごすべ く旅 立 っ

て行 っ た。

<ガ ンゴ ール・ ヴ ラ トま た は ガ ン ゴー リー >
チ ャ イ トラ月 (太 陽 暦 )の 白 半 月 3日 は 、 シ ヴ ァ神 が パ ール ヴ ァテ ィー 女 神
に 、 パ ール ヴ ァテ ィ ー女 神 は 信者 の 女 性 に、 そ の夫 に長 命 を あた え る こ とに よ

り幸 福 な人 生 を約 束 した 日で あ る と、 古 くか ら伝 え られ て い る。 この 日北 イ ン

ドの 多 くの 妻 た ちが 、 ゴ ー リー (gori, パ ール ヴ ァテ ィー 女神 )の 像 を泥
で 作 り、それ に ネL拝 す る。 ラ ー ジ ャ ス タ ー ン州で は 、 このプー ジ ャーが盛 ん で

大 規 模 に行 わ れ る。

手 引 書 に よれ ば、 これ は妻 だ けの 儀 礼 で あ る 。泥 や 土 な どの ゴー リーに、 女

性 の 幸 福 を 象徴 す る品 々 、 すな わ ち人 妻 だ けが 身につ け る もの が 供 え られ る 。

ガ ラ ス製 の 腕 輪 、 足 に用 い る染料 、 額 に つ け る色 粉 、 これ らは、 未 婚 の 少 女 や

寡 婦 が 身 につ け る こ とが で きない もの で あ る。供 え物 を し、礼拝 したの ち カ タ

ー を聞 く 。 それ が終 了 す る と、 供 え た 色 粉 (シ ン ドゥール )を 髪 の 分け 目につ

け る 。 この 日食事 は 1回 だ け とす る 。供 え られ た食物 は、決 して 男 性 (子 ど も

もふ くめ て )に は 分 け て はな らない 」①

筆 者 の み た ガ ン ゴ ールの プージャーの 日は月曜 に あ た った 。 グ プ タ夫 人 は毎 朝

の プ ー ジ ャ ーと シ ヴ ァ神 の プー ジ ャー を済 ませ た。 す る とそ れ を待 って い た よ

うに 娘 の ミー ナ ール が入 って来 た 。沐 浴 を済 ませ た洗 い 髪 で 新 調 の サ ー リー を

着 て い る。普 段 の 彼 女 は 典型 的 な都 市 の中 流 イ ン ド女 性 に 見 え るが 、 この 日の

様 子 はい つ もと違 う。 そ の違 い はサ ー リー の 着方 にあ る よ うだ 。い つ もは モ ダ

ン・ ガ ール の ス タ イル で 、 サ ー リーの 端 で頭 を か く さな い でい るの が 、 この 日

は頭 を す っぽ り覆 っ て い る。娘 と入 違 い に母 は部 屋か ら出 た。二 人 と も夫 が い

るの に、 な ぜ 娘 だ け が この プ ージ ャー を す るの か 聞 くと、 グ プ タ夫 人 は、 「 こ

の プ ー ジ ャー は うち じ ゃしない の よ 。 」 と答 え た 。娘 が この プー ジ ャー をす る

の は結 婚 してか らで 、毎 年 夫 の 実家 で行 な ってい る とい う 。

娘 は 」ヽ さな盆 を持 って入 って来 た 。 そ の 中 に ドゥネ ー とい う Jヽ さ な揚 げ菓 ρ

と、 10ル ピ ー札 、 シン ドゥール が あ る。 そ の シン ドゥ‐ルを 水 で 溶い て人 差

し指 につ け 、祭 壇 (い つ もの マ ンデ ィル )の 前 に サ テ ィヤ ー・ ジ ー を描 く。 例

年 の 夫 の 実 家 で の プー ジ ャーで は 、姑 、兄 嫁 二人 、 自分の 4人 が 、 それ ぞれ に



この よ うな盆 を用 意 し、 そ れ ぞれ が サ テ ィヤ ー・ ジ
ー を描 く とい う ど⑩ そ して

姑 か ら年 の llFで プー ジ ヤーをす るの だ そ うだ 。 そ
の 後 で カ ター を聴 く。

ドゥネ ーは 後 で お 下 が り と してい た だ くo シン ドゥール は 、 プ ージ ャ ーを終

ぇ た ミーナ ール 夫八 の 髪 の 分け 目を 、赤 く彩 った 。 10ル ピー札 は 10日 後 に

会 うお姑 さんに渡 すの だ そ うだ 。

ミーナ ール 夫 人 の サ ー リ ーの 看方 につ い て もう少 し述 べ て お きた い oこ の 後

1週 間 ほ ど して 、 ド ゥル ガ ー・ プ ー ジ ャ ーが 行 わ れ た 。
°  この 時 は母 娘 が並 ん

で 祈 り、声 をそ ろ え て ドゥル ガ ー女 神 の ア
ール テ ィー を歌 った oな ん とこの 日、

娘 は頭 を 覆 わ な い い つ もの 装 い だ った o祈 るた め に頭 を覆 うの で あれ ば 、なぜ

ガン ゴー ルの 時 は した こ と を、 この 日は しない の か 。 もし娘 の振 る舞 い に 、適

当で ない と こ ろが あ れ ば、 母 は き つ とた しな め た はず
なの だが 。

そ こで 思 いお こ され るの が 、 その 2週 間 ほ ど前に 、 ィラ ーハーバー ドか ら出 て

来 た グ プ タ氏 の 甥 の 、 ま だ 若 い 妻 の こ とだ 。彼女 もま た 、 夫 の 伯父
の家 で 、 そ

の 家族 の まえ で は、 い つ もサ
ー リーの 端 で頭 を覆 って い た o ミー ナ ー ル夫人 も

夫の 実家 で はそ の よ うにす るの だ そ うだ 。 す る と ミ
ー ナ ール 夫 八 は 、 自分の 実

家 にい な が らも、夫 の 家 族 の 一員 とし て、 ガ
ン ゴール の プ ー ジ ャ ー を行 な った

こ とにな る。 そ して 10ル ピーの お札 はお 姑 さん に渡 され る 。そ う した こ と を

考 え る と、 プ ー ジ ャ ーは 夫 の 長寿 祈 願 の た め だ が 、 そ の 釆配 を す る人 の権 威 を

自他 と もに感 じ る時で もあ る、 と思 え る。因 みに グ プ タ夫 人 は 、 毎 朝
の プ ー ジ

ャー、 月曜 日の プー ジ キー 、 ドゥル ガー・ プ ー ジ ャーの い ず れ も、頭 を 覆 う
こ

とは なか った 。

嫁 が 姑 をネし拝 し、 か つ捧 げ もの を す る こ とに な って い る プ
ー ジ ャ ーが 、幾 つ

か 手 引 書の な か に 見 られ る 。 ヴ ァ イ シャ ー ク 月、 ア
ー シ ャール 月、 マ ー グ月 の

日曜 に行 わ れ る ア ー スマ ー イー・ プ ー ジ ャ ー (,sm tti p tt j=)で は 、姑 の

足 に伏 して 触 れる よ うに と書 か れ て い る 。そ の祭 りの カ タ
ーで は、 そ の よ うに

した嫁 が、 姑 の 祝 福 を受 け、 そ の 後 立 派 な男 の 子を生 ん だ話 が語 られ て い る。

ま た バ ー ドラパ ド月 の ブ ー リー・ テ ィー ジ ュ (b五 lhT tij)や ヽ同 月の パ

チ ャバ ー ラス (b a c ha vttr a s)な どで 、姑 に 1ル ピ ー渡 す よ うに指示 され

ている。④

この よ うに 、家 内 の 年 長 女性 は、 プ ー ジ ャーな どの釆 配 をふ る うだ けで な く

礼 拝 す る嫁達 か ら供 物 を得 る こ とが あ る。 それ は 女 神 と その 崇 拝 者
の 関係 が 、

その ま ま姑 と嫁 にあ て はめ られ た よ うで あ る。

ヒン ド ゥーの 女 性 は人 生 を通 じ て祈 りに 関わ ってい く。少女 時 代 に は将来
の

自分 の 結 婚 が 良 縁 で あ る よ うに祈 る。 妻 とな れ ば 夫 の 長 命 を 、 子 ど も
に 恵 まれ

る こ とを 、母 は 子の無 事 成長 を祈 る。祈 り続 けた 女 性が 、 嫁 か ら姑 の 立 場 に な

っ た 時 、年 長 女 性 とし て の 権 威 を持つ 。 この よ うな順 調 な人 生 を願 う女 性 達 の

心 の よ りど こ ろに ヴラ ト、 プ ー ジ ャー は あ る 。母 や 周 囲か ら得 た知 識 を もとに、

時 には お 祈 りの手 引 書 な ど に助 け られ なが ら、 自分 の 信ず る ま ま、 神
に訴 え る。



び結

Dr.D.シ ャ ル マ ーの「 民 間 信 仰辞 典」 に よ る と、 少女 と寡 婦 は ビン デ ィ ー

(bind i,女 性 が 額 の中 央 につ け る赤 い 点 )を して はな らな い そ うだ 。 ビ ン

デ ィ ーに 用 い る シン ドゥール とい う粉の 赤 い 色 は血 の色 と関 わ り、 女性 が 初 潮

を むか えて か らつ け る もの だ とい う。 赤 =血 は 豊饒 性 の 象徴 とな るか ら、 子供

を生 めな い (生 ん で は な らな い )寡 婦 もま た、 これ に関 わ る もの を 身 につ け て

はな らない とい うわ け だ r)日 本 で は 身 に つ け る色彩 の 規範 が、 年 齢 で左 右 さ
れ る傾 向 に あ るが 、 イ ン ドで は年 齢 は あ ま り関 係 な い よ うだ 。

ニ ュー デ リーの パ ン ジ ャ ーブ人 コ ロ ニ ーで は チ ャ イ ト ラ月 の あ る 日、 婦人 達

が そ ろ つて ピン ク系統 の色 の サ ー リー を 着 る。 しか し この 日すべ ての 婦人 が ピ

ン クの サ ー リー を 着てい るわ けで は な い ぅ未亡 人 の 女性 はいつ も と同 じ自無 地

また は無 彩 色 の 無 地 の サ ー リーで す ごす 。 この こ との背 景 に も、 ビ ンデ ィー は

夫 あ る女 性 の つ け る もの とす る規範 が あ るのか もしれ ない。

ヒン ドゥーの 女性達 の 日常 生 活 を 気 をつ け て み る と、 自然 と文化 を結 び つ け

る無 数 の メ ッセ ー ジが あ る。女 性 は 豊饒 性 にみ ち た 自然 に な ぞ らえ られ 、家 族

の繁 栄 を にな ってい る。 しか し 、本 来 は豊饒 性 が 備 わ っ た女性 で あ る に もか か

わ らず 、 未 婚 の 女 性 と寡 婦 はこの な か か らきび し く除外 され てい る。 そ こ に ヒ

ン ドゥーの 文化 の 特 徴が あ るの で は な い だ ろ うか 。

女性 は法 典 に か かれ るよ うな 、 徹底 した服 従 者 で は な い 。 む し ろ社 会 は女 性

の 豊饒 性 を 支配 す るた め に 厳 しい 規制 を も うけ てい るの で あ る。 その 背 景 に は

女 神 を母 と呼 ぶ こ とに表 され る母 に力 を認 め る文化 が あ り、母 に な ろ う と して

命 を 落 と した者 をお それ るな ど、母 を め ぐる長 敬 の念 が あ る 。女 性 が 服従 を余

儀 な くされ て い るの は 結婚 の シ ステ ム の た め で あ る 。 この シ ステ ムに順 応 し、

社 会 の 規範 に おさ ま った うえ で 、母 の力 は は じめて 発揮 され る 。家 庭 の繁 栄 や

家 族 (特 に 男 性 メ ンバ ー )の 無 事 を祈 る行 事 の釆 配 をふ る う姿 は、 あ たか もプ

ラ ー フマ ンの ご と くで あ る。 その 一 方 で 順 調 な ラ イフ・ サ イ クル をお くれ なか

った 女 性 も影響 力 を持つ 。先 に述べ た よ うな ヒン ドゥーの 規 範 か ら逸 脱 した女

性 の 行 為 が 、その一 族 に不 名誉 を与 え る。 これ らは好 ま し くない 影響 力 で あ り

当事 者 に と って も大 変 不 幸 な事 態 で あ る 。 これ は 女性 の 豊饒 の 力 が社 会 規範 の

影響 を受 け 、 破 壊 的 に働 く場 合 で あ る 。

女 性 は人 生 の 各 段 階 を通 じて 、 自 らの 持 つ豊饒 の 力が 、 好 ま しい 方 向 に 向 く

か否 か の瀬 戸 際 に立 た され て い る。 ヒ ン ドゥー女 性 の祈 りには 、 そ ん な切 実 な

面が あ る。 か と い って 、 そ の よ うな祈 りに それ ほ どの 悲 壮 感 が 漂 うわ けで は な

い 。 儀 礼 に楽 しみ を見 出 して、 それ を 日々 の彩 りとして い る。 こ うした女 性 の

日々 の 営 み が、 ヒン ドゥーイ ズ ム を生 活 に極 め て身近 な もの に して い るの だ ろ

つ o

最 後 に 、 この 聞 き 書 きの 調 査 を行 な う に あ た り、 ご協 力 い た だ い た 方
々 に 、

心 か らの 感 謝 の意 を 表 し た い o
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② 筆者の知る例では、 3階 建てのフラットの 3階 に寡婦が、 1階 にその実家
の (フ ラ ッ トの 大 家 )家 族 が 住 み 、 2階 は別 の家 族 が す ん で い た 。 3階 とは

い え、 屋 上 に 」ヽ さ な (日 本 で い う )ワ ンル ームが 作 り付 け た だ けの 質 素 な住

居 で 、 食事 も未 亡 人 は 自分の 分 を作 って食 べ て い た o
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」ヽ西 正捷「 ベ ンガルのブラタ儀ネし」季刊人類字 5-1
①  ヴィシュヌ神がその姿を変 えた といわれ る石
⑫  6r. B互 l Mukand Caturvedi, Somavar vrat hatha, 6r■  G5pal

:I:::::・:IsI]:lサ1:mpratap, Hinduon ke ▼rat, parva, tyauhar
LOk bhart= prakasan, 1975, 11五 habad
Dube, Sukdev. Hnmare vrat tatha tyauha■ , Parag prak16an
198ろ De■ hi
16ヨ bahan vo Lado Bahan, HinduOn ke ,rat aur tyauhar Randhrr
book sa■ se, Har■ dvar

①  Tripat,■ , Op,Cit p3与ラ

⑭  Dube, oP,cit pl13
⑮  π6晨 bahan vo Lado hahan OP, Cit p202
⑩ ヒマーチャル・プラデーシュのガルワール出身で、当時メーラト大学の女
子寮 で サ ーバ ン トを して い た 。故 郷 で は農 家 に 育 ち、 結 婚 もしたが何 か の事

情で メ ー ラ トに は単 身 で 出 て来 た らしい 。 出 身 の地 方 で は 既 婚 の 女 性 を デ ー

ヴ ィー と呼 ぶ そ うだ 。

①  ダー ジリンで裕 福 な家 庭に生 まれ たが、幼 い頃家 が強盗 に襲われて以 来 デ
リーに出て来 た とい う。故郷 には プラ トの習慣 はなか った とい うが 、彼女の

記憶 にないだ けか もしれ ない。

°
  呈iIIileillioI::i, 旱ぢじi・p18:°

ph°rs and an■ ma■ symbo■ s ■n

⑩  16a― bahan vo Lodtt bahan op.cit p214
⑩ 三又の戟と鋭い剣を持つ。
①  Tripatり■ op,cit p35
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④  卍 、 ス ワ ス テ ィ カ

⑭  ベ ン ガ ル で は ア ー シ ュ ヴ ィ ン 月 に 行 わ れ る 。
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④  `arma, Dr. Dharmavifo LOk vi`v=s `abd ko6 Rttj publishing
house, 198o p82
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資   料
以 下の 表 は 1984年 の 3月 か ら 4月 にか け て、 ニ ュ ーデ リー、 メ ー ラ トを
中 心 に行 わ れ た聞 き書 き調査 の結 果 を 、 簡 単 に表 に ま とめ た もの で あ る。 ィ ン

フ ォー マ ン トにっ ぃ て は 、 本 文の 最 初 の 部 分 で 述べ た ので そ ち らを 参 照 され た

い 。 こ こで は な るべ くィ ン フ ォー マ ン トか ら聞 い た ま まを記 す よ うに した ので 、

矛 盾 して い る例 もい くつ か 見 られ る。 個 々 のデ ー タにつ い て は、 筆 者 の知 り得
た 限 りを 提 示 したつ も りで あ るが、 調 査 条 件 や 方 法 な どの 不 備 の た め 、わ か り
に くい 点 が 多 い の をお詫 び して お く。

<表 の 見 方 >
ヴ ラ ト、 プ ー ジ ャーの 行 ない 方 を下 記 の よ うに整 理 した。

1・ ィ ンフ ォ ー マ ン トの家 族 の 誰 が お こな っ てい るか 。 ?に な ってい る場 合 は
イ ン フ ォ ーマ ン トが 、 行 為 者 を特 定 し な か った時で あ る 。

2・ 目 的 、理 由な ど 。

3・ 食物 の 規 制 (十 )食 べ て よい もの (++)食 べ るべ き もの
(― )食 べ られ な い もの

4。 その 他 の特 徴

(米 )は 筆者 注
イン フォ ーマ ン トの 名 前 の 下 の地 名 は 、 出 身地 。

<表 に した ヴ ラ ト、 プ ー ジ ャー とィ ン ドの 暦 につ い て >
祭 礼 関 係 の 暦 は 月齢 に したが って定 め られ て い る。 ひ と月 は満 月の 次 の 月か

ら晦 日に い た る黒 半 月 、朔 日か ら満 月 に い た る自 半月 に 、 2分 され て い る 。

ィ ン ド暦

チ ャイ ト ラ (caitra)
ヴァィ シャーク (vai6akh)
ジェ ーシ ュ ト (jyestb)
アーシャ ーフレ (■ ,a~0ぃ )
シュ ラーヴァナ (6rava,a)
バ ー ドラパ ド (bhadrapad)
ア ー シ ュヴ ィ ン (a6Vin)
カ ーフレテ ィ ク (kartik)
マーフレガシールシャ  (ma~rgagir,a)
ポー シュ (pau。 )
マ ー グ  (magh)
″ヾ ―ル グナ  (ph=■ guna)

太 陽 暦

3月 ～  4月
4月 ～  5月
5月 ～  6月
6月 ～  7月
7月 ～  8月
8月 ～  9月
9月 ～ 10月
10月 ～ 11月
11月 ～ 12月
12月 ～  1月
1月 ～  2月
2月 ～  3月

(た だ しおお よ その 目安 )



チ ャ ィ トラ 月

。自 半 月 1日 目～ 9日 ロ  ドゥル ガ ー・ プ ー ジ ャー (ナ ヴ ァ・ ラ ー トリ
ー
)

(Durga pttja)        (nava ratri)
。自半月3日ロ     ガ

(1二」夏L° J毎風ダ
ヤ~

バ ー ドラパ ド月

・黒 半 月 8日 ロ      ジ ヤ ンマ ー シ ュ タ ミ
~

(janmastam■ )

。自 半 月 4日 ロ      ガ ネ ー シュ・ チ ョウ ト

(Ganes cauth)

ア ー ン ュ ヴィ ン月

。白 半 月 1日 目～ 10日 ロ ドゥル ガ ー・ プ ー ジ ャー (ナ ヴ ァ・ ラー トリ )
(Durga puja)        (navaratri)

。白 半 月 9日 ロ     サ ラ ス ヴ ァテ ィー・ プ ー ジ ャー

(Sarasvati puja)

カ ール テ ィ カ月

・ 黒 半 月 4日 目

・ 黒 半 月 8日 目

カル ワ ー・ チ ョウ ト

(karva cauth)
アホ ーイ ー

(ahoT)

パ ー ル ガナ 月

・ 黒 半月 14日 ロ    シ ヴ ァ・ ラ ー トリ

(`iva ratri)

(シ ャ ンカ ラ・ チ ョウ トのみ 不 明。 い ず れか
の 半 月の 4日 目 と推 定 され る。 )



ア ガ ル ワ ー ル

女・ 未 婚 。 18才

U ・  P

生字

カ ル ワ ー・

チ ョ ウ ト

1 母 親 (※ 有夫女性の ヴラ トと言 われ る )
2 夫の 長寿祈願
3 (=)全 ての 食物・ 水

4 断 食 は月の出まで。 この 日ごちそ うを
用意 し、月の 出後食事 。

シ ヴ ァ・

ラ ー ト リ

1 母 親
2 不 明
3 (― )全 ての 食物
4 朝 プ ー ジャー をす る。 食事 は 1日 1回

ガ ィ

女・ 未 婚 ・ 18才
パ ン ジ ャー ブ

生字

カ ル ヮ ー ・

チ ョウ ト

1 母 親 、 時 々娘 も。 (米 ただ し本 人 が し
て い るの か は 未確 認 。 )

2 夫 の 長 寿 。娘 に と って は縁 結 び祈 願 。
3  (+)甘 い もの . コ コナ ッッ =サ ル ギー

(一 )全 ての 食物 ・ 水
4 サ ル ギ ー とは ヴラ トの始 ま る 日の 出 ま
で に 食べ て お く もの 。 (sarghi)
ヴラ トは 日の 出 か ら月の 出 まで 。

月 が 出 た ら、月 に水 を捧 げ る 。

娘 が この 祈 りを す る時 に は 、 月 で な く

星に 水 を さ さげ る。

グ プ タ

女・ 未 婚 。 18才

U o P

生字

月曜 の ヴ ラ 1 本人 、父 親 、 母 親
2 縁 結 び祈 願
3 (― )塩 、全 て の 食物
4 ヴ ラ トは夜 12時 まで 。 食事 は その 後 。
縁結 び祈 願 の場 合 の ヴラ トは、未 婚 女

性 に 限 る。 塩 は特 に 気 をつ け て と らな い

よ うに す る。

シ ヴ ァ・

ラ … ト リ

1 本 人 、 母 親
2 不 明
3 (― )穀 物 類
4 必ず 寺 院 へ 行 く日。 カ タ ー (祭 礼 縁 起
物 語 )を 朗 読 す る。 したい 人 は誰 で もで

きる ヴ ラ ト。        .
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グ プ タ

女 ・既 婚・ 50才
U・ P
主   婦
(米 先 述 の グ プ タ

嬢 とは無 関 係 )

月 曜 の ヴラ ト

(本 文 参照 )

1 本 人
2 何 とな く。 (米 シヴ ァ神の プ ー ジ ャー
を特 に行 うた め 。 )

3 (+)ジ ャガ ィモ、 塩 、 胡椒

(― )穀 物 (米 タ ー メ リ ック )
4 食事 はいつ も と同 じ回数 と るが 、 (+)
の 食物 だ け食べ る。

い つ もの プ ー ジ ャ ーに あ わせ 、特 に シ

ヴ ァ神 の プー ジ ャー を別 に 行 な う。

ゥ ル ガ ー

プ ー ジ ャ

1 本人
2 不 明
3(十 +)9日 目 、ス ー ジ ーの ハ ル ワ ー
(※ セ モ リナ の プ デ ィン グ )

4 9日 日、 ト ゥル ス ィ ーの葉 と赤 い花 を
ドゥル ガー女 神 に捧 げ る。

同 日女 性 は ピ ンクの サ ー リーを 着 る 。

ド ゥル ガ ー女 神 の アー ル テ ィ ー。 マ ン

ガル (女 神 の 9つ の 名 が入 ってい る。 )
を読 む。

グ プ タ

女 。未 婚 。26才
U・ P

主   婦
(上 述 の グ プ タ夫

人 の 娘

ガ ン ゴール・ プ

ー ジ ャ ーの項 を

参照 の こと )

ガ ン ゴ ー ル

・ プ ~ン ャ ~
1 本 人 、嫁ぎ先の兄嫁たち。 (米本人は末男 の嫁
2 夫 の 長 寿 祈 願
3(+)ド ゥネ ー  (― )ダ ー ル、 米 、 ロ
~ア
イ
~

4 (米 本 文参照 )

月曜 の ヴ ラ ト 1 本 人
2 何 とな く
3(― )塩
4 食事 は 1日 1回  カ タ ー を読 む 。

カ ル ワ _
・ チ ョ ウ ト

1 本 人 、 兄 嫁 た ち、嫁 い だ娘 達 (婚 家 先
の 義 姉 妹 )

2 夫 の長 寿
3(― )全 ての 食 物 ・ 水
4 日没 まで に カ タ ーを聞 く こ と。 嫁 ぎ先
で この プ ー ジ ャ ーを す る 時、 カ ターを読

ませ る ために 、 嫁 い だ娘 が 呼 ばれ るこ と

もあ った。
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ア ホ ー イ ー 1 本 人 (息 子 を持 つ母 )
2 息 子の無事 成長 祈 願
3(― )全 ての 食物
4 食事 は 星の 出 を待 つ 。 婚家 先 で覚 え た
ヴ ラ ト.カ ター を読 むの は夫 の 妹 (未 婚 )
の役 目 。

チ ョ ウ ドリ ー

女 ・ 未 婚 。 24才

西 ベ ン ガ ル

生字

ド ゥル ガ ー

・ プ ー ジ ャ ー

(ナ ヴ ァ ラ ー

ト リ )

本 人 、 母 親 (米 本人 は 14才 の 時 か ら
始 め た。 )

プ ー ジ ャ ーの ため

(― )穀 物 、 た だ し 8日 目の み
ドゥル ガー女神 の 像 を飾 りたて る 。

6日 目に人 々 は新 しい 服 に 着替 え る。

8日 目に ヴ ラ トが行 われ、 食事 は 1日

1回 とす る。 同 日の 朝 、 ドゥル ガ ー女 神
に供 物 を捧 げ プー ジ ャーを行 な う。夕 方

には ア ール テ ィ ーを捧 げ る 。夜 は歌 を歌

うな どして 催 し物 を行 な う。

9日 目 、女神 の プ ー ジ ャーを 行 な う。

(米 ナ ヴ ァラ ー トリ )

10日 目、 女 神の 像 を川 に流 す 。 (非常
に悲 し く哀 れ を 催 す光 景 で あ る と本人 が

語 っ た。 )

サ ラ ス ヴ ァ テ ィ

~・ プ ~ン ャ ~

ドゥル ガ ー・

プ‐ ジ ャ ーの

9日 目 )

1  本 人
2  学 問 の 女神 サ ラ ス ヴ ァテ ィー を祭 る。
3 特 に な し
4 サ ラ ス ヴ ァテ ィ ー女神 を美 しい衣 服 で
飾 る。

この プ ー ジ ャー をす る人 は、黄 色 い 服

を 着 る。

文化 的 な 催 しを行 う。

プ ー ジ ャー 後、 女 神 を川 に流 す 。

ダ ヴ ェ ー

女・ 未 婚 ・ 18才
グ ジ ャ ラ ー ト

生字

月曜 の ヴ ラ 1 本人
2 学 業 成 就
3(― )塩
4 食事 は 1日 1回
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、 キ ー ル (ラ

る 。

姿 を 心 に 描 く。

木 曜 の ヴラ ト 1 姉 、 父 方祖母
2 心 の 平安 を得 る
3(十 )夜 =黄 色 い 食物 (タ ー メ リ ック を
用 い た もの )(― )塩
4 黄 色の 服 を 着 る
祖 母 は 日に 3回 プ ー ジ ャ ーを す る。

バ ッ ラ ー

女 。既 婚 。50代

パ ン ジ ャ ー プ

婦主

カ ル ワ ー

・ チ ョウ ト

1     ?

2 夫 の 長 寿 祈 願
3(― )全 て の 食 物 ・ 水
4 新 し い サ ー リ ー と腕 輪 を お ろ す 日

嫁 は結 婚 後 の 最 初 の カ ル ワ ー ・ チ ョ ウ

トの 日 、 持 参 して きた 装 身 具 を 身 に つ け

る 。

ド ゥル ガ ー

●プ ー ン ャ~
1

2

本人 、家 族 全 員

(+十 )9日 目 に ス ー ジ ーの ハ ル ワー

(一 )月 、にん に く、 た まね ぎ

(米 この 家 族 は肉 、魚 類 も食べ る。 )

プ ー ジ ャ ーの た め

1日 目大 麦 の 種 を 」ヽ さい 皿 の 上 に ま く

これ を ドゥル ガ ー女 神 像 の 前に 置 き、 毎

日プ ー ジ ャ ー をす る。

9日 ロ ピ ン クの サ ー リーを着 る。育 て

た苗 (yOg)を 川 に流 す 。

同 日朝、 9人 の 少 女が 家 々 を訪 問 しに

くる。 その 少女達 の 足 を洗 っ て や り、 礼

拝 す る 。

3

4
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′ヽ ッ ラ ー

女 ・ 既 婚 。26才

パ ン ジ ャ ー ブ

(上 の バ ッラ ー夫

人 の 嫁 )

婦主

ガ ネ ー シ ュ

・チ ョ ウ ト

1  ?
2 不 明
3(― )全 て の 食 物
4 1日 中 食 事 を し な い

カ ル ワ ー

・ チ ョ ウ ト

1  ?
2 夫の 長寿 祈 願
3(+)サ ルギ ー (日 の 出前 に )(一 )全
て の 食 物 ・ 水

4 食事 は月 の 出 を待 っ てす る。
夕刻 に 盆 に ラ ンプを 置 く。

この 日ガ ラ スの腕 輪 をす る人 を多 く見

か け る。

針 や 糸 に触 れ な い よ うに 気 をつ け る。

ロ ー イ

女 ・ 寡 婦 。 50代

ダ ー ジ リ ン

(本 文 参 照 )

ハ ウ スメ イ ド

火 曜 の ヴラ ト 1 本 人
2 罪業 消 滅
3(― )肉 ・ 魚類
4 ハ ヌマ ー ン神の プー ジ ャ ー を行 な う。
タ ブ ーに違 反 した ら、 謝 罪 が 必 要 で あ

る。

金 曜 の ヴラ ト 1 本 人
2 子供 を得 るた め 。 子供 の 無 事 成 長 。娘
に 子供が で き るよ うに 。

3(十 )チ ャナ・ プー リー  (― )酸 味 の
あ る食 物

4 チ ャナ・ プ ー リー を作 り 8人 の 男 の 子
に食べ させ る。 酸 味 の あ る もの を 食べ た

人 に近 づ か ず 、 そ う した 食物 の 器 に も触

れ な い よ うに 気 をつ け る。

これ らの きま りを破 れ ば 、 16日 間 分
や りな お す こ とが 必要 。願 い が か な った

ら、 その お礼 をか な らず す る 。

ヴ ァ ルマ ー

女・ 未 婚 。 18才
Uo P

学   生

月曜 の プラ 1 本人 、 母 親 、 父 親 (時 々 )
2 不 明
3(― )全 ての 食物
4 ヴ ラ トは 夕食 まで 。
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ド ゥル ガ ー

・ プ ー ジ ャ ー

1  ?
2 不 明
3(+)果 物 と牛 亭L(9日 目 )

ジ ャ ン マ ー シ

ュ タ ミー

1 本 人  母 親
2 ク リシ ュナ神 の プ ー ジ ャ ー
3(+)昼 =果 物・ 牛 乳 、 夜 =じ ゃが い も
(― )穀 物 、 昼 =甘 い もの
4 夕 刻 にな った ら寺 へ 行 く。

シ ヴ ァ

・ ラー ト リ

1 本人  母 親
2 何 とな く
3(十 )日 に 1度 だ け 牛予Lと 果 7/7」 、牛平しか

らで き た もの

(― )穀 物
4 寺 院 に行 くよ うにす る。
父 は この プ ー ジ ャ ーを 時 々行 な う。

シ ャイ リー

・ デ ー ヴィー

女・ 既 婚

(推 定 )40代

(注①参照 )

ヒ マ ー チ ャ ル

(ガ ル ワ ー フレ)

大 学 寮 職 員

月曜 の ヴラ ト 1 本人
2 シ ヴ ァ神 の崇 拝 の た め
3(― )塩

火曜 の ヴラ ト 1 本 人
2   ?

3(+)キ チ ュ リ ー (豆 が ゆ )

(― )キ チ ュ リー以外 の 全 ての 食物

木 曜 の ヴ ラ ト 1  ?
2 不 明
3(+)黄 色 く し た 米  (― )バ ナ ナ

金 曜 の ヴラ ト

(本 文 参 照 )

1 本人
2    ?

3(+)グ ル 、 チ ャ ナ

(― )醸 味 のあ る もの
4 グル 、 チ ャナ を礼 拝 す る 。そ の お さが
りは 男の 子に 分け る。

日曜 の グ ラ ト

1 本 人
2 何 とな く
3(+)甘 い もの  米 も甘 くす る。
4 満 月の 日にお こな う



カ ル ヮ ー

・ チ ョ ウ ト

1

2

妻

夫の 長 寿 の ため

(― )全 ての食 物 ・ 水
ヴラ トは月 の 出 まで

３

　

４

レ カ ル

チ ャ ウ

ヤ

　

．

ンヽ 1  ?
2 息 子の 無 事 成 長
3(+)牛 平L 草 の よ うな も の  (― )塩
4 シ ャ ン カ ル =シ ヴ ァ神 は 最 も偉 大 な 神
で あ る 。

本 の 皮 を く だ い て 薬 を つ く る 日 で もあ

る。

ラ ッ ドゥ ー (豆 の 粉 を 丸 め て つ く った

菓 子 )を 121個 作 る 。

ク マ ー ル

女・ 既 婚

(推 定 )

30～ 40代

主 婦・ 清 掃 等

(通 い )

ネパ ー ル

月曜 の ヴ ラ ト 1 本 人
2 家 内 の安 全 、 シ ャ ン カ ル神 へ の プ ー ジ

3(― )塩

木曜 の ヴ ラ ト

1 本 人
2 家 内 安 全
3(+)ヴ ェー サ ン (豆 の 粉 )で 作 っ た ロ
~ア
イ ~

4 シ ヴ ァ 神 に プ ー ジ ャ ー を す る 。

ス マ ナ

女 。既 婚 ・

(推 定 )40代

U・  P

屋

婦

濯

主

洗

月曜 の ヴ ラ ト

(本 文 参照 )

1 本 人
2 子供 の 誕生
3(一 )穀 物 と塩
4 シ ヴァ神 に アー タ ー (全 粒 」ヽ麦 粉 )を
供 え る。 その お さが りは 、 3つ に 分 け て
子供 、家 内 の男 性 、雌 牛 に与 え る。

金 曜 の ヴラ ト 1 本人
2 何 とな く


